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１．はじめに 
近年、インターネットの普及に伴い、ネットワーク機能を有す
るネットワーク家電による宅内ネットワークや、宅外から家電を
遠隔で操作する宅外アクセスが普及しつつある。ネットワーク
家電間の連携を想定し、UPnPTM[1]、DLNA[2]、UHAPI[3]、
UOPF[4]、ECHONETTM[5]といった標準化活動が進められてお
り、ホームサーバやネットワーク家電間の連携、また、宅内/宅
外連携、さらには家庭間連携、といった、システム連携がより
密になっていく方向にある。本稿では、JavaTM/OSGiTM[6]/Web
サービスを採用したネットワーク家電システムを提案し、さらに
機能拡張について検討する。 
 

２．ネットワーク家電の動向 
(1)  想定されるサービスの形態 

ネットワーク家電において想定されるサービスを表1に分類
する。 
表1  ネットワーク家電で想定されるサービス 

コンテンツ系 コンテンツ配信、アプリ配信 
コントロール系 宅外アクセス、宅内機器間アクセス 
コミュニケーション
系 

IP電話、TV電話、家庭リモート操作 

(2) ネットワーク家電の現状 
携帯電話などを用いて宅外から遠隔操作が可能な機器や、
PCとの接続機能を持った機器がすでに存在する。これらの機
器では、番組表など、インターネットから情報を取得することが
できる。また、宅外からのアクセス機能は、Web 公開による方
法や、定期的にメールをチェックする方法によって、各機器独
自の方式で提供されている。ただし、これらは複数ベンダ機器
間の連携機能については想定されていない。 
(3) 相互接続のための標準化動向 

ネットワーク家電の普及を目指し、相互接続のための標準
化活動(UPnPTM AV、DLNA、UOPF等)が進められている。近い
将来、これら標準化仕様をサポートした家電機器が提供され、
機器ベンダ間での連携が可能なネットワーク家電システムが
実現可能となる見込みである。 
(4) 将来動向 

本稿では、さらに密な連携をおこなうネットワーク家電システ
ムを想定する。以下のような機能が必要になると予想される。 
・ コントローラのダウンロード 
・ 機器の持つ機能(サービス)の公開 
・ 機器設定の自動化 
・ 機器構成の一元管理 (ポータル) 
 

３．JavaTM/OSGiTM/Web サービスによるネットワーク家電
システム 
本稿で提案するシステムの構成図を図 1 に示す。提案シス
テムでは、宅内機器を管理するためのホームサーバ、コントロ
ーラアプリケーションの配布や、宅外との連携を管理するため
のポータルサーバ、宅外からアクセスするための宅外機器か
らなる。 
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図1  ネットワーク家電システム 

(1) Webサービスの利用 
システム間の連携技術として Web サービスを採用する。ま
た、機器がもつサービスをUDDI で管理することにより、機器を
制御するための公開サービスの検索が可能となる。標準化さ
れた I/F を使用することにより、異ベンダ機器間の連携のため
の機能実装が容易となる。 

(2) OSGiTMフレームワークの利用 
ホームサーバ上のアプリケーション管理フレームワークとし
て、OSGiTMを採用する。OSGiTMフレームワークにより、各種ア
プリケーションを動的にダウンロード/インストールすることがで
き、これによって、機器固有の操作を行うためのコントローラを
ホームサーバ上に追加することが可能となる。 
(3)  利用フロー 
本システムでは、ホームサーバ上の UDDI あるいはポータ
ルサーバ上の UDDI に登録された宅内機器の公開サービス
を検索し、機器コントロールコマンドをWeb サービスとして呼
び出す(図2)。 
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図2  システムの利用フロー 
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４．機能拡張の検討 
以下、提案システムの機能拡張について検討する。 

(1)  宅内異機種間連携 
異機種間のプロトコル変換機能をもつコントローラプログラ
ムをホームサーバ上にダウンロードし、宅内機器間のプロトコ
ル変換をホームサーバが行うことで、異機種間で連携するシ
ステムの実現が可能である。 
(2)  サーバ間連携 

複数ベンダの機器が混在するため、コントローラの配信など
のためのサーバが多岐にわたる。そのため、ポータルサーバ
間や配信サーバ間の連携アーキテクチャを設計する必要が
ある。 
 (3)  宅外アクセスアーキテクチャ 
宅外アクセスのためのアーキテクチャは、今回提案したアー
キテクチャに加え、操作対象家電機器とコントローラ(例えば携
帯電話)が直接通信する直接接続型、コントローラからのリクエ
ストを一旦ポータルサーバが仲介するポータル経由型が考え
られる。 
(4)  機器管理 
・ 複数機器の管理 
ネットワーク家電が複数台存在し、またネットワーク的にも分
断されているような状況が想定される。FeliCaTM[7]付き携帯電
話のような個人 ID に相当するデバイスを機器にかざすことで、
家電機器の利用を利用するようなシステムが考えられる。また、
そのような情報を収集することで、ポータルページ上の個人ポ
ータルメニューを構築する管理方法が考えられる(図3)。 
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図3  機器構成情報の収集 

・ 複数拠点間の連携 
複数の拠点間でネットワークをシームレスに連結するホーム
サーバ連携機能が有効である(図4)。 
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図4  複数拠点でのホームサーバ連携 

 (5)  コンテキスト依存のサービス提供 

コンテキストに応じたサービスを提供することで、より個人に
カスタマイズされた機能提供が可能となる。アクセスする人や
場所、その周囲に存在する人に応じて、提供する機能やサー
ビスを変更する制御が有効である(図5)。 
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図5  コンテキストに応じたサービス提供/ポリシー設定 

 

５．まとめ 
JavaTM/OSGiTM/Web サービスを利用したネットワーク家電シ
ステムを提案し、さらに、必要となる機能拡張を検討した。今後
は、今回明らかとなった機能についての試作と検証を行う。 
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